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お
願
い
し
た
い
こ
と

故障した焼却炉の誘引送風機

ご
み
処
理
非
常
事
態
宣
言

ご
み
処
理
非
常
事
態
宣
言

　

清
掃
セ
ン
タ
ー
に
２
基
あ
る
焼

却
炉
の
う
ち
の
１
基
が
、
３
月
26

日
に
故
障
の
た
め
停
止
し
、
現
在

も
稼
働
し
て
お
ら
ず
、
も
う
１
基

も
不
調
で
す
。
復
旧
の
見
込
み
は
、

８
月
末
頃
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
、
残
り
の
焼
却
炉
１
基
の

運
転
時
間
の
延
長
と
、
近
隣
市
町

の
協
力
を
得
て
何
と
か
ご
み
が
処

理
で
き
て
い
ま
す
が
、７
、８
月
の

夏
期
繁
忙
期
に
は
、
ご
み
処
理
が

追
い
付
か
な
い
状
態
と
な
り
ま
す
。

家
庭
、
事
業
所
と
も
一
層
の
ご
み

減
量
を
お
願
い
し
ま
す
。

①
ご
み
の
分
別
方
法
を
守
っ
て
く

　
だ
さ
い
。

・
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
古
紙
類
、

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
な
ど
を
燃
え
る

　
ご
み
と
一
緒
に
捨
て
な
い
で
く

　
だ
さ
い
。

・
燃
え
る
ご
み
の
約
半
分
は
、
紙
・

　

布
類
で
す
。
古
紙
（
新
聞
紙
、

　

雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、
雑
が
み
、

　

紙
パ
ッ
ク
）
は
分
別
収
集
に
出

　

し
て
く
だ
さ
い
。
古
着
類
は
、

　

拠
点
回
収
に
出
す
な
ど
し
て
リ

　

サ
イ
ク
ル
し
て
く
だ
さ
い
。

※

「
雑
が
み
」
と
は
、
新
聞
紙
、

　

雑
誌
、
段
ボ
ー
ル
、
紙
パ
ッ
ク

　

以
外
の
リ
サ
イ
ク
ル
で
き
る
紙

　

の
こ
と
で
す
（
コ
ピ
ー
用
紙
、

　

チ
ラ
シ
、
封
筒
、
紙
袋
な
ど
）。

・
事
業
所
や
小
売
店
、
宿
泊
施
設

　

の
利
用
者
用
ご
み
箱
等
の
ご
み

　

の
未
分
別
が
目
立
ち
ま
す
。

　
レ
ジ
袋
な
ど
に
入
っ
た
ご
み
は
、

　
レ
ジ
袋
か
ら
出
し
て
分
別
し
て

　
く
だ
さ
い
。

・
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
水
洗
い
し
、

　

キ
ャ
ッ
プ
を
外
し
て
リ
サ
イ
ク

　

ル
し
て
く
だ
さ
い
。

②
草
木
な
ど
は
、
な
る
べ
く
堆
肥

　
化
し
て
、
持
込
み
は
最
小
限
に

　
し
て
く
だ
さ
い
。

③
生
ご
み
は
、
生
ご
み
処
理
機
を

　
利
用
す
る
な
ど
し
て
、
堆
肥
化

　
を
推
進
し
て
く
だ
さ
い
。

④
事
業
所
の
機
密
書
類
は
、
溶
解

　
処
理
を
依
頼
す
る
な
ど
し
て
資

　
源
化
を
推
進
し
て
く
だ
さ
い
。

　
清
掃
セ
ン
タ
ー
で
も
溶
解
処
理

　
の
受
付
を
行
っ
て
い
ま
す
。

⑤
保
管
可
能
な
大
量
の
可
燃
ご
み
、

　
粗
大
ご
み
は
、
持
ち
込
み
を
控

　
え
て
く
だ
さ
い
。

※

可
燃
ご
み
の
収
集
時
間
が
、
通

　

常
と
異
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

午
前
の
収
集
地
区
は
、
午
前
８

　

時
ま
で
に
、
午
後
の
収
集
地
区

　

は
、
午
後
１
時
ま
で
に
、
ご
み

　

出
し
し
て
く
だ
さ
い
。

問
合
せ
先

環
境
対
策
課（
清
掃
セ
ン
タ
ー
内
）

☎
㉒
６
６
８
６

　
市
で
は
平
成
29
年
度
か
ら
、地
籍

調
査
事
業
に
着
手
し
て
お
り
ま
す
。

　

地
籍
調
査
と
は
、
一
筆
ご
と
に

土
地
の
所
有
者
・
地
番
・
地
目
・

境
界
等
を
確
認
し
、
境
界
位
置
の

測
量
と
面
積
算
定
を
実
施
し
、
現

在
登
記
さ
れ
て
い
る
土
地
情
報
の

変
更
を
行
う
も
の
で
す
。
調
査
の

流
れ
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

①
住
民
へ
の
説
明
会

　

調
査
に
先
立
っ
て
、
住
民
へ
の

説
明
会
を
実
施
し
ま
す
。

②
一
筆
地
調
査

　

一
筆
ご
と
の
土
地
に
つ
い
て
、

土
地
所
有
者
の
立
ち
合
い
な
ど
に

よ
り
、
所
有
者
、
地
番
、
境
界
等

の
確
認
を
し
ま
す
。

③
地
籍
測
量

　

地
球
上
の
座
標
値
と
結
び
つ
け

た
、
一
筆
ご
と
の
正
確
な
測
量
を

行
い
ま
す
。

④
成
果
の
閲
覧
・
確
認

　

地
籍
簿
と
地
籍
図
の
案
を
閲
覧

に
か
け
、
誤
り
等
を
訂
正
す
る
機

会
を
設
け
ま
す
。

⑤
成
果
の
活
用
と
登
記
所
へ
の
送
付

　

地
籍
調
査
の
成
果
を
、
土
地
の

売
買
、
土
地
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
、

災
害
の
復
旧
、
各
種
行
政
運
営
等

に
活
用
し
ま
す
。

　

登
記
所
で
は
、
登
記
簿
が
書
き

改
め
ら
れ
、
地
籍
図
が
備
え
付
け

ら
れ
ま
す
。

　

昨
年
度
は
、
二
丁
目
の
一
部
地

区
で
、
基
準
点
を
設
置
し
、
一
筆

地
調
査
（
所
有
者
立
会
の
下
境
界
、

地
目
な
ど
を
確
認
す
る
調
査
）
を

実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
は
そ
の
成
果
を
と
り
ま

と
め
、
地
籍
調
査
結
果
を
土
地
所

有
者
の
方
に
確
認
し
て
い
た
だ
く

「
閲
覧
」を
行
い
ま
す
。
７
月
〜
８

月
頃
に
20
日
間
程
度
の
期
間
を
予

定
し
て
お
り
、
詳
細
が
決
ま
り
次

第
、
対
象
者
の
方
に
通
知
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
た
、
新
た
な
調
査
区
域
と
し

て
一
丁
目
及
び
二
丁
目
の
一
部
の

調
査
を
開
始
し
ま
す
。
秋
頃
に
、

該
当
す
る
方
々
を
対
象
に
説
明
会

の
開
催
や
広
報
等
を
通
じ
て
周
知

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

地
籍
調
査
事
業
実
施
期
間
中
は
、

ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
ま
す
が
、
ご

理
解
と
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

問
合
せ
先　
建
設
課
土
木
管
理
係

　
　
　
　
　
　
　

☎
㉒
２
２
１
９

地震による家屋の倒壊から命を守る地震による家屋の倒壊から命を守る

問合せ先　建設課都市住宅係　☎㉒2219

【補助金額】
工事費と「8,900円×長さ（ｍ）」を比較して
安い額の2分の1　上限10万円

【補助金額】
工事費と「38,400円×長さ（ｍ）」を比較して
安い額の2分の1　上限25万円

大規模地震による家屋の倒壊から命を守るため、
木造住宅の耐震化をしましょう

市から派遣する
耐震診断補強士
が耐震診断を実
施します。
診断費用は助成
により無料です。

耐震診断の結果、耐震性のない建物について、耐震補強計画を作
成、および耐震補強工事を実施し、その一部を助成します。

【補助金額】
○一般世帯　上限100万円
○高齢者のみの世帯等※1　上限120万円
○DID地区（人口集中地区）内に建ち、下記の要件※2を満たす住宅は
　上記金額に30万円の上乗せ

※1 高齢者のみの世帯等
　   ①65歳以上のみの世帯
　   ②身体障害手帳の交付を受け、身体障害程度等級が1級又は2級のものが居住する世帯
　   ③介護保険法による要介護者又は要支援者が居住する世帯
　   ④療育手帳又は精神障害者保健福祉手帳の交付を受けている者が居住する世帯

※2  補助額の上乗せの要件
　　 住宅の外壁から前面道路幅員が6.0m以内かつ、
      住宅の外壁から前面道路との境界線までの距離
      が、平屋の場合は2.0m以内、2階建て以上の場合
      は4.0m以内であるもの）

対象
昭和56年５月31日以前に建築（着工）した木造住宅
(戸建住宅・長屋・共同住宅）が対象です。
耐震診断、耐震改修までのそれぞれの行為で補助金
等が受けられます。
詳細はお気軽にお問い合わせください。

地震後の津波からすばやく避難するために危険な
ブロック塀の撤去・改善をしましょう

対象
撤去：地震発生時における倒壊、または転倒の危険性
　　 のあるブロック塀。

改善：県の定める緊急輸送路（国道135・136・414号、
　　 県道下田松崎線、下田南伊豆線）及び避難地、
　　 避難路に面するブロック塀。

耐震診断 耐震改修

【注釈】

撤 去 改 善

今
後
の
予
定


